
22

杉　谷　和　泉

熊本市現代美術館の震災被害と対応について

1．はじめに
平成28年4月，2度の震度6の地震により，各

文化施設等はダメージを受け，ライフラインは麻
痺し家屋が倒壊した人もいた。そのような状況の
中，熊本市現代美術館の震災被害と対応につい
て，ミュージアムIPMなど日常的な作品・環境
管理によって軽減された被災内容と復旧作業を述
べるとともに，街の中心部に位置する公立美術館
として被災時に市民のために何ができるのか，ス
タッフの決断と試行錯誤しながら事業を実施して
きたことを紹介する。

2．熊本市現代美術館の概要

所 在 熊本市の中心部
開 館 日 平成14年10月12日
複 合 ビ ル ホテルや商業施設と同居

館 の 特 徴
展示室の他，ホームギャラリー・子育てひろ
ば・アートスカイギャラリー等のフリースペース
が充実

3．地震発生から美術館再開決定まで

《�平成28年4月14日（木）21：26マグニチュード6.4の地震発生》

当日
（4月14日）

職員2名が残業中
作品などを確認後，ホテル前の車路へ避難
帰宅困難者の受入（1：00〜8：30まで。避難
者はなし）

翌日
（4月15日）

全員で館内の被害状況を確認
作品の借用先に状況を連絡
4月17日まで休館とする

《平成28年4月16日（土）1：25マグニチュード7.3の地震発生》

当日
（4月16日）

全員17日まで連絡待機の指示
空調機故障（収蔵庫は開けずに温湿度を保
つように指示）

翌日
（4月17日）

職員は22日まで連絡待機
内部で24日までは閉館決定
県外出身職員には，県外への非難を推奨
貸館，イベント等の中止連絡
作品借用先へは，空調故障の件を含めて状
況を電話連絡

ホームギャラリー

アートスカイギャラリー

子育てひろば
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4月18日（月） 熊日会館被害状況説明会（空調復旧の目途
たたず）

4月19日（火） 長崎の日本通運の倉庫が使用可能との連絡
あり。
余震が続き空調の復旧の目途がたたないこと
を考え，だまし絵展の作品を降ろすことに決
定

4月20日（水） だまし絵展の作品を降ろし梱包を開始する。
展示室より少し状態の良い一時保管庫へ収
納。空調故障後はじめて収蔵庫をあける。
一部作品は傾き，落下している作品もあり。で
きる部分のみ降ろして固定。

4月21日（木） だまし絵展作品降ろし，梱包。一時保管庫
へ収納。できるだけ動かないように固定

4月22日（金） だまし絵展作品降ろし，梱包。一時保管庫
へ収納。できるだけ動かないように固定。28
日まで臨時休館決定。23日に出勤できる職
員は全員出勤を指示

4月23日（土） 館内片付け。貸館，イベント中止の連絡。
ホームギャラリーの天井亀裂等が発覚

4月24日（日） 川内展の作品を長崎の日通倉庫移動。点
検，修繕箇所について視察（熊日会館・鹿島
建物・鹿島建設）。空調が安定し始める

4月25日（月） だまし絵展借用先に個別作品状況の説明連
絡。建物現地調査（鹿島建設・メーカー）。
熊本市役所へ状況報告

4月26日（火） 建物安全確認現地調査（鹿島建設・メー
カー・熊本市役所）

4月27日（水） 5月9日までは休館。鹿島建設より29日から業
者の手配が可能であると報告を受ける。館
内片付け

4月28日（木） 4月29日より工事決定。美術館を美術館とし
て開館。開館準備内容検討

4．�被災後に再確認した日常的なミュージアム
IPM活動の重要性

・IPMメンテナンスなど
被災の直前に，収蔵庫本室のみではあったが，

長年計画していた文化財管理の専門業者である株
式会社タクトによるIPMメンテナンスを実施で
きていたことが，結果的に収蔵庫内の被害を減ら
し，また庫内復旧への人的負担が減ったことに繋
がった。

実施するにあたり，所蔵館学芸員の作業として
は，庫内の床置き作品（主に絵画）のたとう箱の
拭き取り作業を行い，庫内に戻す際には，サイズ
別での積み直しと空調の通りを良くする作品配置
の指示を行ったが，この配置が震災後の収蔵庫内
での，特に復旧作業時の人間の安全通路も同時に
確保することに通じたのは驚きであった。

また，この際に依頼していた庫内の「付着カビ
拭き取り検査」については，カビは検出されずと
いう結果だったため，被災時の空調故障後にも，
庫内のカビ大発生の可能性は低いと判断でき，不
安要素がひとつ減る明るさがあった。

他の収蔵庫に関しても，月々に実施していた
IPMクリーニング（掃除機がけ・たとう箱拭き取
りなど）の積み重ねが，被災時に作品環境が急変

（悪化）しなかった要因と考えている。

・アナログ温湿度計による日常的な管理
16日の震災直後から当館を含めた複合ビル全

体の空調が故障したが，細やかに建物を管理する
業者と連絡を取り，庫内に外気を取り入れながら
9日間ほどで復旧した。その間，アナログ温湿度
計による計測を続けたことで，収蔵庫・展示室の
温湿度の変化を実測で追うことができた（建物管
理業者による自動計測は，被災のため記録が残ら
なかった場所もあった）。

空調について被害が最も大きかったのは収蔵
庫前室であり，被災直後からの3日半の間，温度
30−33℃，湿度78%で安定・継続したという現
実を明確に把握し，仮置き作品におけるカビ発生
の可能性について予測することができた。
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・�展覧会の継続・中止，および借用館への作品返
却と被災報告
前年度末に終了していた「川内倫子展　川が私

を受け入れてくれた」出品作品については，作品
返却への積込直前だったが作業を中止し，作品
返却は1か月後に実施された。同じく，小企画展
示室（G3 ／井手宣通記念ギャラリー）で開催中
であった「淀川テクニック展」は4月15日以降中
止となり，作品返却は5月中旬に終了した。メイ
ンの企画展として開催していた「だまし絵王エッ
シャーの挑戦状」展は4月15日以降中止となった
が，5月18日より，ハウステンボス美術館所蔵作
品のみでの縮小展示で，小企画展示室にて再開

（6月12日まで）。5月末−6月初頭に他の出品作
品の返却が終了した。

被災直後から返却まで，各所蔵館や出品作家と
被災時の状況や作品コンディション，梱包後の保
管場所の環境などについての連絡を密に行うこと
で情報を共有し，一層の信頼関係を結ぶことがで
きた。

5．収蔵庫の復旧
収蔵庫本室には，大量に所蔵する大型絵画作

品（たとう箱に納めてある）をサイズ別に整頓し
収蔵庫壁に床置きで立て掛けていたが，15日に
確認した緩やかな荷崩れは，16日の震災により
悪化した。特に4−5月は余震が続き，収蔵庫内
での作業には恐怖が感じられ手を付けられず，作
品の自重で荷崩れは進行した。

収蔵庫内扉も破損し開閉不可能になり，ハンド
ル以下全てを外して対応せざるを得ず，気密性・
安全性の低い状態が続いた。適合する部品の取り
寄せにも長い時間を要した。

5月中に収蔵庫整理計画案を挙げ，学芸員3名
と美術梱包業者3名で行う3日間の作業内容を計
画し，6月中旬に実施した。庫内の床置き作品の
積み直しと，絵画ラックより落下した作品の回収
とコンディションチェックを実施した。

IPMメンテナンス後とは言え，（高所作業に
なるため延期していた）収蔵庫の天井やハンガー
ラック上部に積もったダストが，全て床と作品に
落ちたことは明らかであり，たとう箱の拭き取

り，床清掃とラック清掃といったIPMクリーニ
ングを行いながらの作業となった。

絵画ラック架けで保管していた作品の被害は
以下の通りである。

・�額が老朽化していたのか，振動で額本体の金
具が外れて落下

・�額が老朽化していたのか，振動による額の破
損

・�振動によるS管（小サイズ）の伸びによる作
品落下

・破損額のガラスが別の作品の画面を破損
・�固定が外れ移動した作品の額が別の作品の画

面を破損
一方，荷崩れを起こした作品群については，た

とう箱で保護していたこともあり，下敷きになっ
た作品についても，たとう箱の部分破損はあった
ものの額・作品共に被害はほとんど確認されな
かった（額裏のわずかな凹みが1点確認された）。
この結果により，絵画ラックでの保管も，基本的
には梱包が望ましいという方針を立てた。

復旧作業としては，壁の立て掛け作品について
は幅広の綾テープで壁に固定。絵画ラックはフッ
ク固定と合わせ，ラックに作品本体を綾テープや
晒しで固定した。

また，空調故障時には外気を入れて温湿度を調
整したが，その影響として酸やアルカリに庫内の
空気が偏っている恐れがあったため，パッシブ・
インジケーターによる検査を実施。問題がなかっ
たため，現在のフィルターを継続利用することと
した。

6．�被災作品のコンディションチェックと市民と
の情報共有

震災後，小企画展示室の展示スケジュールの変
更を行うなかで，公開コンディションチェック展
を実施することになった。会期は，2016年11月
9日（水）〜 11月27日（日）（18日間）であり，学
芸員全員で毎週展示替えを行い，公開で作品を
チェックし，美術館の活動のひとつである収蔵作
品管理について市民の理解を得ることを目的とし
た。また，大型作品については，今後の耐震向け
展示方法などを実地で確認した。この期間中に，
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荷崩れの下敷きになった作品，たとう箱の一部破
損作品など特に気になっていた作品58点を一気
に確認し，作品の現状を把握していった。この展
示は，マスコミからの取材も多く，美術作品の被
災について市民に広く知っていただくことができ
た。

続いて，年度末に当初より計画されていたコレ
クション展「CAMKコレクションvol. 5 知っとる
ね？くまもとのお宝，大公開てばい！」（2017年
2月18日〜 3月26日（32日間））においては，出
品作品がすべて被災作品であること，被災作品の
コンディションチェックが展覧会の重要な目的で
あると広報しながらの開催だった。出品作品62
点（組作品が多いため，実質は130点超え）だっ
たが，2016年度に確認できたのは，200点にも満
たない。当館所蔵作品は約1,400点であり，年間
100点出品できたとしても，14年間かかる計算で
ある。

また，熊本地震という非常事態を経験し，より
一層，「今日という日は，昨日と同じでなく，明
日と同じでもない」「いま，この作品をここで見る
ことで，来館者に何を感じとってもらうか」に集
中してコレクション展の展覧会内容を構成できた
のは意味のある体験だった。

7．被災直後から再開館まで ─居場所づくり─
震後閉館していた熊本市現代美術館は，ホーム

ギャラリー（ジェイムス・タレルの作品等を併設
する約6,000冊の図書スペース）や子育てひろば

（子育てアドヴァイザーが常駐する，日本で初め
ての美術館内の地域子育て拠点施設など，館の半
分を占める無料スペースを5月11日に開館。開
催中だったメインの展覧会は規模を縮小して5月
18日に無料で再開，6月25日に夏の企画展「魔法
の美術館展」に《かがやけ，くまもとの笑顔たち》
とサブタイトルをつけて開催することで，全館開
館を果たした。

熊本地震はいずれも夜であったため，奇跡的
に人的被害は少なかったが，一日に数十回，多い
時には数百回を超える余震が続く中，いつまた突
き上げるような揺れに晒されるか，誰もが緊張が
解けない日々を過ごしていた。特に予想しなかっ

た「本震」が，「また来るのではないか」という恐
怖心を煽った。水道やガスなどのライフラインが
寸断され，物流が止まることにより食糧等も不足
し，人間として最低限度の生活も確保できない状
況で，周囲では市民の生活や安全を確保するため
に行政職員や自治会等の皆さんが昼夜を問わず奮
闘しておられ，県外からは自衛隊の車などが続々
と到着し，市内は大渋滞に陥っていた。

そのような状況の中で文化施設やアートが市
民のためにできることなど何もなく，誰の役にも
立たないもどかしさと絶望感ばかりが募った。し
かし，地震から10日ほど経った頃，まだライフ
ラインも復旧していない状況の中，美術館の再開
についての問合せが急増，その声に背中を押され
るようにして開館を決意した。まだまだ大勢の方
が避難生活を送り，様々な機能が麻痺した街の
中，美術館を再開することに意味があるのか，過
酷な状況に置かれている皆さんに嫌な想いをさせ
ているだけではないか……そんな気持ちもぬぐえ
ない。だからこそ，来館者を迎えるための工事や
安全点検を進めると同時に，どのようなスタンス
で開館するのか，スタッフ全員で何度も協議を重
ねた。

もちろんスタッフも被災している。しかし，避
難所や車中泊の者，自宅に入れず遠方の実家から
通う者，自宅から通うスタッフも半壊や液状化な
ど，無傷ではないスタッフ達だからこそ，市民は
どんな場所・空間・時間・体験を必要としている
のか，本当に親身になって考えてくれた。

ホッとする場がほしいのではないか，来てみた
ら何かやっていて気が向いたら参加できるくらい
が良いのでは，頭を使わずできることがあるとい
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いのではないか，子ども達の行き場がない，親も
きっと辛いと思う……。余震も続き，スタッフの
運動能力も思考能力も極端に落ちている中，館内
を片付け，水漏れの跡を掃除し，バラバラになっ
たマンガや書籍を整え，大人や子ども向けの上映
会，ぬり絵や折り紙の準備，子育てひろばの整
頓などを少しずつ進めて，前震（4月14日）から
1 ヶ月弱で開館。開館初日（5月11日）は全員が
朝からそわそわする中，開館前から来館者が玄関
前に並んで下さった。中にはベビーカーを押すお
母さんの姿も見えて，開けてよかった……と，胸
がいっぱいになった。

8．再開館後の活動 ─被災者の気持ちに寄り添う─
初日から200名を超えた来館者は，ハウステ

ンボス美術館のご厚意により「だまし絵王エッ
シャーの挑戦状」に展示していた作品のうち，
エッシャーの作品展示を5月18日に無料で再開
すると倍増。土日の来館者は1,000人を超えるよ
うになる。アンケートには「地震で疲れている心
を癒せた」「地震の片付けに終始する毎日の息抜き
になった」「非日常感が味わえて，心が安まった」

「開けてくれてありがとう」と多くのメッセージ
をいただき，こちらが励まされた。

また，7月から開催した「丸尾三兄弟　○O（マ
ルオ）の食卓」展は，地震直後に作家から申し出
があり，展示内容を大きく変更。地震によって食
器が割れた被災者のために作家が焼いた数百枚の
器を来場者に自由に持ち帰ってもらい，代わりに
その器を使った食卓の写真とメッセージを送って
もらうという市民と作家の対話式の展覧会とな
り，大きな反響を呼んだ。

更に，10月から開催した「ジブリの立体建造
物展」も，多くの建物が被災したこの場所で「建
物」の展覧会を見る方々の気持ちを考え，スタジ
オジブリから熊本の皆さんに向けたメッセージを
依頼。鈴木敏夫プロデューサーから『千と千尋の
神隠し』のキャッチコピーである《生きる力を呼
び醒ませ》という言葉を書にしていただき，スタ
ジオジブリから熊本市民へのメッセージとして展
覧会とともに発信した。同展の入場者は当初10
万人を見込んでいたが，最終的に入場者は20万

人を超え，実にその多くは熊本県内からの来場者
だった。

更に，丸尾焼の作家達もそうだったが，嬉し
かったのはアーティストから市民への支援である。
アーティストの日比野克彦は，2007年の当館で
の個展以来，市民と強い信頼関係で結ばれていた
が，地震後約1週間目には単身来熊。避難所で知
り合いの市民と交流し，自主的に子ども達とワー
クショップを開催。それ以外にも，この1年，多
くのアーティストが熊本のことを想い，行動して
くれている。彼らは，美術館を通り越して，市民
の苦しみをどうにかしたいと真剣に考えてくれた。
同じ時間を生きているひとりの人間としてのアー
ティストだからこそ，共有や共感を分かち合える
ことが鮮明に見える，貴重な体験でもあった。

9．受け皿機能　─同じ被災者として見えるもの─
開館してしばらくすると，一緒に事業をしたい

という相談が次々と舞い込み始めた。今回の地震
では，広い空間を持つホール関係は軒並み大きく
被災。ホール関係の復旧の目処が立たない中，当
館は彼らの受け皿でもあった。スタッフも当館の
ことだけを考えるのではなく，被災して思うよう
に開館できない文化施設のスタッフや日頃そこで
活動する皆さんのワークショップ，コンサート等
の復興応援事業をできる限り受け入れ，共働で開
催してきた。しかし，被災した皆さんがどう感じ
るか，独りよがりではないか，押しつけにならな
いかを一番に考え，その時の市民の気持ちに添わ
ないとお断りするものも一定数あった。

逆に実現した連携事業は，劇場とのワーク
ショップやコンサート，商店街とのコンサートや
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演劇，アートプロジェクト，民間団体とのコン
サートや上映会，音楽劇，行政とのトークや展示
会等，いずれの事業にも自らも被災したスタッフ
が携わっていたように思う。

非常時，そのただ中に居る人たちが何を求めて
いるのかを真剣に考え，被災した人々の心に何を
届けるのかを選択することも，同じ被災地にある
文化施設の役割ではないかと思うようになった。

10．美術館の使命
熊本の地震後も，国内外で地震が頻発してい

る。そのたびに心がざわつき，何もできない自分
にまた胸が痛む。特に地震国日本においては，こ
れからも何処かで地震が起き，被災する街がある
のは避けられないことだろう。その際にできるだ
け被害の少ない震災に強い街を作ること，できる
だけ早くライフラインや住環境を整え市民の生活
を支えること，経済を建て直し街の元気を取り戻
すこと，やらなければならないことはたくさんあ
る。

しかし，同時に震災では全ての人が被災者で
ある。心のダメージは被害の規模とは関係なく，
誰もが傷ついていることを今回の地震で強く感じ
た。そのような中で，緊張から一時でも開放され
る空間と時間，謂わば「心の避難所」を無意識に
多くの市民が必要としていたように思う。

文化施設もアートも，地震直後は何の役にも
立てなかった。しかし，緊張が続き，精神的な疲
労も蓄積していく状況の中でこそ，いつでも立ち
寄ってほっと一息つける場所として，半歩後には
すべての市民に対して開いていたい。ほんの一
瞬，地震のことを忘れ，ここでの体験によって前
を向くきっかけを得たり，リフレッシュしたりし
て，また日常と向き合う力を得てほしい。心から
そう感じた。そして，市民にそのような利用の仕
方をしていただくためには，日頃，日常の中で如
何に市民に美術館を身近に感じていただくかが，
とても重要なことである。なぜなら，日常的に親
近感をもてる場所でなければ，非常時に足を運ぼ
うとは思えないことも身をもって知った。その時
その時の市民の心に寄り添った「文化による心の
復興」は，被災地における美術館の使命であると
今は思っている。同時に，非常時に市民の心に寄
り添える存在であるためには，日常こそ，市民の
ために開かれた存在でなくてはならない。

地震から1年。1 ヶ月休館したにもかかわらず，
昨年度の美術館の来館者は実は過去最高を記録し
た。あの時，美術館を美術館として開けて良かっ
たのだと，ようやく思えるようになった。
（すぎたに・いずみ

熊本市現代美術館（指定管理者　公益財団法人…
熊本市美術文化振興財団）総務主査）




